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令和５年門審第１９号 

裁    決 

貨物船Ａ乗揚事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    海技免許 四級海技士（航海） 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官髙橋寿則出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの四級海技士（航海）の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年１月２３日０９時０５分半僅か過ぎ 

 関門港小倉区 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ４９９トン 

  全   長 ７４.５９メートル 

  機関の種類 ディーゼル機関 

   出   力 ７３５キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、操舵室前部中央に操舵スタンド、その右舷側に主機遠隔操縦

装置、左舷側に１号レーダー、２号レーダー、電子海図システム及び

ＶＨＦ無線電話（以下「ＶＨＦ」という。）をそれぞれ装備

した船尾船橋型鋼製貨物船で、ａ受審人ほか３人が乗り組み、鋼材

１,７６１トンを積載し、船首３.９メートル船尾４.８メートルの喫

水をもって、令和４年１月２３日０９時００分関門港小倉区の砂津東

部岸壁を離岸し、砂津航路及び関門航路を航行する予定で同港若松区

に向かった。 

ところで、砂津航路の北西方には水深５メートル未満の浅所（以下

「航路北西浅所」という。）が拡延し、ａ受審人は、発航前に海図で

航路北西浅所の存在を確認していた。 

ａ受審人は、操舵スタンドの後方に立った姿勢で単独の出航操船

に当たり、レーダー２台及び電子海図システムを作動させ、０９時

０３分砂津防波堤灯台（以下「砂津灯台」という。）から１８５度

（真方位、以下同じ。）２５０メートルの地点で、船首が０２６度を

向き、５.３ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、砂津航路に

向けて手動操舵により進行した。 

ａ受審人は、程なく関門海峡海上交通センター（以下「関門マーチ

ス」という。）からＶＨＦで、関門航路の東行船の情報提供を受け、

電子海図システムで同船を確認していたところ、０９時０４分砂津灯

台から１２４度８０メートルの地点に至り、船首が０２９度を向き、

７.６ノットの速力で、砂津航路に入航した。 

砂津航路に入ったとき、ａ受審人は、航路北西浅所まで３４０メー

トルとなり、そのままの針路で航行すると航路北西浅所に接近する状

況であったが、関門航路の東行船の動静に気をとられ、航路標識との
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位置関係を確かめるなど、船位の確認を十分に行わなかったので、こ

の状況に気付かなかった。 

ａ受審人は、同じ針路のまま続航していたところ、関門マーチスか

らＶＨＦで、航路北西浅所に向かっている旨の連絡を受け、０９時

０４分半僅か過ぎ右舵をとって緩やかに右転しながら進行し、０９時

０５分半僅か過ぎ砂津灯台から０４３度４５０メートルの地点におい

て、Ａは、船首が０５３度を向き、速力が７.３ノットとなったとき、

航路北西浅所に乗り揚げた。 

当時、天候は雨で風力２の東風が吹き、潮候は上げ潮の中央期であ

った。 

乗揚の結果、船底外板に擦過傷を生じ、手配したタグボートに引き

出された後、自力航行によって砂津東部岸壁に着岸し、乗揚位置付近

の設置漁具に損傷を生じた。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件乗揚は、関門港小倉区において、関門航路に向けて砂津航路を航

行する際、船位の確認が不十分で、航路北西浅所に向かって進行したこ

とによって発生したものである。 

 ａ受審人は、関門港小倉区において、関門航路に向けて砂津航路を航

行する場合、浅所に乗り揚げることのないよう、航路標識との位置関係

を確かめるなど、船位の確認を十分に行うべき注意義務があった。しか

るに、同人は、関門航路の東行船の動静に気をとられ、船位の確認を十

分に行わなかった職務上の過失により、航路北西浅所に向かって接近す

る状況に気付かずに進行して乗揚を招き、船体及び設置漁具にそれぞれ

損傷を生じさせるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、
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同法第４条第１項第２号を適用して同人の四級海技士（航海）の業務を

１か月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年１月１７日 

     門司地方海難審判所 

審 判 官  上  田  容  之 


